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市
で
は
、内
陸
線
の
利
用
を
促
進
す
る

た
め
各
地
区
住
民
を
対
象
に
２
月
17
日
か

ら
説
明
会
を
開
催
し
、児
童
生
徒
の
定
期

券
通
学
な
ど
積
極
的
な
利
用
を
要
請
し
て

い
ま
す
。�

　
こ
の
う
ち
18
日
、森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
森
吉
地
区
の
説
明

会
に
は
、森
吉
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心

に
約
20
人
の
住
民
が
出
席
、内
陸
線
の
運

営
状
況
や
存
続
を
維
持
す
る
た
め
の
乗
車

協
力
に
関
心
を
深
め
ま
し
た
。�

　
は
じ
め
に
佐
藤
修
助
副
市
長
が
、「
内
陸

線
は
仙
北
市
と
連
携
し
て
存
続
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
が
運
営
状
況
は
厳
し
い
。地

元
の
利
用
が
な
け
れ
ば
維
持
は
困
難
。市

職
員
や
県
職
員
も
定
期
利
用
に
協
力
し
、

首
都
圏
の
文
化
人
も
存
続
の
た
め
の
運
動

を
展
開
し
て
い
る
。赤
字
を
２
億
円
以
内

に
抑
え
て
い
く
た
め
に
は
年
間
60
万
人
の

乗
車
の
確
保
が
課
題
。児
童
生
徒
の
７
万

人
の
利
用
を
目
指
し
た
い
の
で
中
学
生
の

定
期
利
用
に
つ
い
て
も
ご
協
力
を
」と
あ

い
さ
つ
。�

　
出
席
者
か
ら
は「
運
賃
の
割
引
な
ど
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
工
夫
す
べ
き
」「
駅
周
辺
の

子
供
が
対
象
と
い
う
が
人
数
も
限
ら
れ
て

お
り
他
の
地
域
の
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
バ

ス
で
通
学
し
た
い
」「
駅
周
辺
の
範
囲
が
不

明
確
」「
休
日
や
部
活
後
の
送
迎
は
ど
う
な

る
の
か
」な
ど
の
意
見
、要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
。 �

　
こ
れ
に
対
し
、「
定
期
に
つ
い
て
は
補
助

金
を
交
付
す
る
」「
21
年
度
中
に
２
次
ア
ク

セ
ス
の
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
試
行
し
な
が

ら
最
善
の
方
法
を
考
え
、22
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
き
た
い
」「
部
活
後
の
送
迎
に
つ

い
て
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
対
応
し
て
い
く
」

な
ど
と
説
明
し
内
陸
線
利
用
へ
の
協
力
を

訴
え
ま
し
た
。�

　
説
明
会
は
、17
日
に
阿
仁
地
区
で
、19
日

大
阿
仁
地
区
、20
日
合
川
地
区
で
そ
れ
ぞ

れ
開
催
し
、内
陸
線
の
積
極
的
な
利
用
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。�

▲森吉地区で開かれた「秋田内陸線利用促進説
明会」

�

　
市
の
行
財
政
改
革
推
進
の
骨
格
と
な
る

行
財
政
改
革
大
綱
の
素
案
が
こ
の
ほ
ど
ま

と
ま
り
、２
月
13
日
、行
財
政
改
革
推
進
委

員
会
の
加
藤
茂
行
委
員
長
が
そ
の
内
容
を

岸
部
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。�

　
市
で
は
、行
財
政
改
革
に
市
民
の
意
見

を
反
映
さ
せ
よ
う
と
市
民
10
人
か
ら
な
る

北
秋
田
市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
を
設

置
し
、協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。�

 

加
藤
委
員
長
は
、「
市
の
存
続
の
た
め
に

は
市
民
と
市
職
員
の
意
識
改
革
が
必
要
。

危
機
意
識
を
持
っ
て
大
綱
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
」と
、市
長
に
素
案
を
手
渡

し
ま
し
た
。素
案
に
目
を
通
し
た
市
長
は
、

「
細
部
に
わ
た
り
市
民
の
目
線
が
入
っ
た

改
革
へ
の
強
い
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。す

ぐ
に
で
も
で
き
る
も
の
か
ら
取
り
組
み
た

い
」な
ど
と
答
え
ま
し
た
。�

　
大
綱
の
大
き
な
目
的
は
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
の
財
政
基
盤
の
確
立
。目
標
と
し
て

▽
行
政
コ
ス
ト
の
縮
減
と
収
入
の
確
保
▽

職
員
の
行
財
政
改
革
へ
の
意
識
改
革
▽
市

民
と
市
の
共
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、を

３
本
の
柱
に
掲
げ
、改
革
推
進
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

　
実
施
計
画
で
は
、職
員
の
削
減
、収
納
率

の
向
上
な
ど
の
施
策
に
加
え
、▽
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
導
入
に
よ
る
時
間
外
窓
口
の

延
長
▽
市
の
実
情
に
合
っ
た
職
員
給
与
、

手
当
て
等
の
見
直
し
▽
議
会
、行
政
委
員

会
の
定
数
削
減
▽
病
院
事
業
の
統
廃
合
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
う
ち
、職
員
削
減
及
び
職
員
給
与

等
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
最
も
財
政
効
果

が
大
き
い
施
策
と
し
て
、21
年
度
か
ら
５

年
間
で
の
１
１
６
人
の
減
員
、さ
ら
に
職

員
の
給
与
制
限
に
よ
り
支
出
抑
制
に
大
き

く
寄
与
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
素
案
は
行
財
政
改
革
推
進
実
施
本
部（
本

部
長
‥
岸
部
市
長
）で
の
協
議
を
経
て
成

案
を
策
定
、21
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

▲岸部市長に行財政改革大綱の素案を報告す
る推進委員会の加藤委員長

�

行革推進委が市長に大綱の素案を報告／内陸線利用促進説明会�

内
陸
線
利
用
促
進
説
明
会�

内
陸
線
の
積
極
的
な
利
用
を
呼
び
か
け
る�

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
が
市
長
に
大
綱
の
素
案
を
報
告�

危
機
意
識
を
持
っ
て
実
現
に
取
り
組
ん
で�
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北秋田市工業団地企業懇談会／市長日誌／大館能代空港お得な運賃�

　
北
秋
田
市
工
業
団
地
企
業
懇
談
会
が
２

月
17
日
、市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、厳
し

い
経
済
情
勢
の
中
、各
企
業
の
現
状
や
取

組
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。�

　
懇
談
会
に
は
、市
内
工
業
団
地
関
係
者

ら
約
20
人
が
出
席
し
ま
し
た
。�

　
は
じ
め
に
岸
部
市
長
が「
各
企
業
で
は

こ
の
非
常
に
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、様
々

な
対
策
や
努
力
で
工
場
を
稼
働
し
、日
々

の
仕
事
に
励
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。

市
で
は
、光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
を
導
入
し
、

市
道
大
野
台
線
の
拡
幅
に
つ
い
て
は
、引

き
続
き
事
業
を
継
続
し
て
い
る
。ま
た
、雇

用
も
厳
し
い
状
況
と
思
う
が
、願
わ
く
は

も
う
少
し
雇
用
を
伸
ば
し
て
い
た
だ
き
、

従
業
員
を
リ
ス
ト
ラ
は
し
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
た
い
。各
企
業
の
支
援
を
検
討
し

て
い
き
た
い
の
で
、ご
意
見
、ご
提
言
を
賜

り
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。�

　
市
の
担
当
者
か
ら
は
、イ
ン
フ
ラ
整
備

状
況
や
市
工
業
振
興
条
例
の
改
正
内
容
、

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
、企
業
に
対
す

る
市
の
支
援
制
度
、雇
用
情
勢
悪
化
に
伴

う
緊
急
雇
用
対
策
本
部
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
あ
と
、東
北
電
力
の
担
当
者
を
招

い
て「
電
気
を
有
効
に
効
率
よ
く
お
使
い

い
た
だ
く
た
め
に
」と
題
し
、最
適
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
提
案
な
ど

に
つ
い
て
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
意
見
交
換
で
は「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
開

通
に
よ
り
、文
面
や
図
面
の
送
受
信
が
ス

キ
ャ
ナ
ー
機
能
を
活
用
し
た
Ｅ
メ
ー
ル
で

で
き
る
よ
う
に
な
り
、コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

実
現
し
た
」、「
厳
し
い
情
勢
の
中
、雇
用
調

整
を
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
る
が
、国
の

雇
用
調
整
金
に
プ
ラ
ス
し
た
形
で
、一
日

で
も
早
く
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
」、「
大

野
台
工
業
団
地
内
の
年
間
電
気
使
用
料
金

は
約
３
億
円
。よ
り
安
い
電
気
料
金
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
」な
ど
と
コ
ス
ト

削
減
の
事
例
や
、要
望
な
ど
が
出
さ
れ
ま

し
た
。�

▲各企業の現状や取組などについて意見を
交わした、「北秋田市工業団地企業懇談会」

◇
２
月
１
日
〜
15
日

市
長
日
誌

２
日（
月
）▽
秋
田
県
市
議
会
議
長
会
第
２
回
定
期
会
に
出
席（
ホ
テ
ル
松
鶴
）�

３
日（
火
）▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議
に
出
席（
米
代
流
域

衛
生
セ
ン
タ
ー
）�

４
日（
水
）▽
２
月
定
例
記
者
会
見
を
実
施（
市
役
所
）▽
北
秋
田
市
役
所
職
員
労
働
組

合
の
団
体
交
渉
に
出
席（
市
役
所
）▽
北
秋
田
市
緊
急
雇
用
対
策
本
部
第
１
回

会
議
に
出
席（
中
央
公
民
館
）�

５
日（
木
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議
及
び
議

会
議
員
全
員
協
議
会
に
出
席（
森
吉
支
所
）�

６
日（
金
）▽
元
鷹
巣
町
議
中
嶋
喜
代
さ
ん
の
叙
勲
伝
達
式
に
出
席（
市
役
所
）▽
日
本

赤
十
字
社
秋
田
県
支
部
よ
り
赤
十
字
災
害
救
援
車
両
並
び
に
災
害
救
護
装
備

器
材
の
寄
贈
を
受
け
る（
市
役
所
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設

組
合
２
月
議
会
に
出
席（
森
吉
支
所
）�

８
日（
日
）▽
森
吉
山
ダ
ム
利
活
用
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席（
四
季
美
館
）�

10
日（
火
）▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
２
月
議
会
に
出
席（
米
代
流
域
衛
生
セ

ン
タ
ー
）�

12
日（
木
）▽
県
立
北
欧
の
杜
公
園
運
営
協
議
会
に
出
席（
北
欧
の
杜
公
園
パ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
）▽
北
秋
中
央
病
院
運
営
委
員
会
に
出
席（
ホ
テ
ル
松
鶴
）�

13
日（
金
）▽
北
秋
田
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
よ
り
行
政
改
革
大
綱
の
提
示
を
受
け

る（
市
役
所
）▽
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
青
果
物
生
産
者
大
会
に
出
席（
北
秋
田
市
交
流

セ
ン
タ
ー
）�

14
日（
土
）▽
第
15
回
も
ち
っ
こ
市
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席（
大
太
鼓
の
館
前
会
場
）�

大館能代空港
お得な運賃
大館能代空港
お得な運賃

◆
28
日
前
ま
で
の
予
約
で
お
ト
ク
な
運
賃「
旅
割
」

　
東
京
便 

片
道
１
万
３
０
０
０
円
〜
　
大
阪
便 

片
道
１
万
２
１
０
０
円
〜

　
羽
田
乗
継
・
沖
縄
便 

片
道
２
万
２
０
０
円
〜
／
沖
縄
行
9
時
5
分
出
発

　
14
時
30
分
到
着
／
沖
縄
発 

12
時
25
分
出
発
　
17
時
20
分
到
着

◆
大
館
能
代
空
港
３
月
の
時
刻
表

　
東
京
行
9
時
5
分
発
　
10
時
20
分
着
／
18
時
発
　
19
時
15
分
着

　
東
京
発
7
時
25
分
発
　
8
時
35
分
着
／
16
時
10
分
発
　
17
時
20
分
着

　
大
阪
行
13
時
発
　
14
時
50
分
着
▽
大
阪
発
10
時
50
分
発
　
12
時
25
分
着

◎
問
合
せ
先
　
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
　
a
０
１
８
６-

43-

７
０
７
２

北
秋
田
市
工
業
団
地
企
業
懇
談
会�

市
内
の
工
業
団
地
関
係
者
が
意
見
交
換�

⇒⇒

⇒
⇒

⇒
⇒


